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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２６Ｅカリ, ２５Ｅカリ, ２４Ｅカリ, ２３Ｅカリ, ２２Ｅカリ, ２１Ｅカリ, ２０Ｅカリ

教育の専門家に求められる深い教養に根ざした公共的使命感や 野外教育の基本的考え方について説明できるようになる。
倫理観

⇔

教育活動を支え、実現する上で不可欠な専門的知識・技能 野外教育指導者として必要となる野外教育の基礎的知識（関連
用語，歴史，教育課題，期待される成果，行政施策，関連施設
・団体等）を習得するとともに，野外教育を指導する上の安全
対策，正しい用具の扱い方等に関する知識を習得する。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

環境共生、キャリア

(3)全学横断特別
教育プログラム

環境マインド実践人材養成コース

(4)授業の概要 野外教育の関連用語・歴史・社会的背景，野外教育を取り巻く教育課題・期待される成果，行政施策，
関連施設・団体等について，講義・関連データの提示・学 生の経験に基づくディスカッションを通して
理解を深める。また，野外教育の安全・用具等に関する知識について，講義，ワークショップ形式の演
習，事例や映 像の提示等を通して理解を深める。

(5)授業計画 第 1回：授業の概要と評価方法の説明、野外教育の概念
第 2回：野外教育の理念と歴史、日本の自然
第 3回：野外教育の意義と教育的効果
第 4回：子どもの遊びと体験活動
第 5回：野外教育と組織キャンプ
第 6回：青少年教育や学校教育における野外教育
第 7回：冒険教育
第 8回：環境教育
第 9回：野外教育の関連団体と野外教育施設
第10回：野外教育の指導者
第11回：アイスブレイクとイニシアティブゲーム
第12回：野外教育におけるプログラムとマネジメント
第13回：安全管理と安全学習（読図とコンパスの使い方）
第14回：野外教育活動の企画
定期試験

(6)成績評価の方
法

・小テスト（50％）および定期試験（50％）で評価する。
・得点率による評価基準は次のとおりとする。
　90％以上　秀，89-80％　優，79-70％　良，69-60％　可，59％以下　不可。

(7)成績評価の基
準

小テスト及び定期試験において，授業で示した例題と同レベルの問題が解ければ「水準にある」，応用
問題が解ければ「やや上にある」，やや難しい応用問題が解ければ「かなり上にある」，例題からは難
しい応用問題が解ければ「卓越している」と評価する。

(8)事前事後学習
の内容

前週の授業内容の理解を問う小テストを毎回の授業冒頭に行うため、前週の授業内容を毎回復習してか
ら授業に臨むこと。

(9)履修上の注意 復習などの授業時間外学修を適切に行うこと。

(10)質問，相談へ
の対応及び連絡
先

メールにて受付ける。メールアドレス：taki@shinshu-u.ac.jp

【教科書】 特になし

【参考文献】 野外教育入門シリーズ第１巻「野外教育の理論と実践」，星野敏男・金子和正監修，自然体験活動研究
会編，杏林書院，2,160円
野外教育入門シリーズ第２巻「安全管理と安全学習」，星野敏男・金子和正監修，自然体験活動研究会
編，杏林書院，2,160円


